















うにし，各時間には①で短く 1 回，②で短く 2 回，③で長く 1 回ベルを鳴らすようにする.
2) 講演者が発表を開始した時にスイッチを一度押すだけの操作で機能するようにする.























発表(者)番号表示器は 1 0 進 3 桁カウンタのデータ 199 番までを 7 -Seg. L E Dで常時表示して
いる.ここで用いた 7 -S e g. L E D (1) の消費電流は，スタティック点灯による影響もあって全消
費電流の 80%(最大値)を占めており省電力設計のネックとなっている.
使用した論理回路素子は， CMOS タイプの 74HC シリーズ山. (3) で電源電圧は 2"'6Vで
動作保証されている.このため電源は，単 2 乾電池 X4 本を内蔵することにした.
3-1. 時計回路
4-Digit 7-Se邑ment L E D 
図 2 時計回路
図 2 は時計部分の回路図である.ここで用いた水晶発振器は，プログラマブル標準パルス発生器
SPG8651B 川. (5) で，原発振周波数は 100KHz となっている. 出力設定をして 100
Hz のパルスを得ている.さらにこれを 1/10に分周し発表中断スイッチ用のゲートに加え 10Hz
のクロックパルスをON/OFF して中断/再開の機能を果たしている.このため一度の中断で最





前記時計回路の 1 分と 1 0 分の 2 桁の BCDデータ (7 b i t) と 1 0 進ディジタル swによる各





























② 9 分，③ 1 3 分に，公
図 5 製作したタイムキーパーの外観図
聴会では① 1 2 分，② 1 5 分，③ 2 0 分に時刻設定器を予めセットした.発表者毎に正確にベルが鳴
り，当初の目的を満足する結果が得られた.また発表会参加者からもたいへん好評であったことか
ら大きく貢献できたものと思われる.さらに電源として新品の乾電池に交換し使用した場合には，







に要した部品・材料費を実勢価格で算出したところ，本体 12. OOO~. 大型発表(者)番号表示器 8. OOOR. 
合計 2 万円であった.今後は改良を加え各学科への普及に努めたいと考えている.
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